
市民の力が社会の力に！

～地域から草の根民主主義を～

宮城県議会議員 遊佐美由紀



東日本大震災の教訓





女性の地域防災リーダー育成講座開設

女性たちが災害に直面したときの現状を変えることができる
のは女性自身

防災・減災の意思決定の場に女性が参画していく必要性を認
識することができるリ－ダ－の育成

地域の自助・共助体制や防災・減災意識の高揚を図り、地域
の防災力向上に資するなどの活動を行うことが期待される

⇩

３年間で１２５人の地域女性防災リーダーが誕生









地域福祉の充実
～地域資源との連携により課題解決～

⇒子どもの意見を町内会の事業に反映

ユニセフ⇒子どもにやさしいまちづくり

⇒町内会、民生委員、地域包括支援センター、小学校
中学校、診療所、大学等

⇒地域資源との連携、コミュニティの醸成により課題解決
⇩

「地域の支え合い」

日常のつながりが地域住民の安心につながる















鳴子の米プロジェクト

※鳴子の米プロジェクトホームページより

中山間地域の米づくりの危機

●宮城県大崎市(おおさきし)鳴子(なるこ)温泉地域の山間にある鬼首
(おにこうべ) 地区の農業狭小な耕地・冷涼な気候という条件。

●農家による米、高冷地野菜、畜産等の複合経営で成り立ってきた。

●米価の低価格と米づくりの大規模化政策により、多くの中山間地
農業と同様に、鬼首地区でも生業としての農業を「あきらめる」農
家が増加。

●それに伴って遊休地・耕作放棄地も増え、鳴子温泉の景観も荒廃
する危機

http://www.komepro.org/?page_id=85


地域で農と食を支えよう ゆきむすびの誕生

 2006(平成18)年、鳴子の農業、米づくりを守るために、農家、観光
関係者

加工・直売所グループ、ものづくり工人の30名が立ち上がった。

農と食を地域のみんなで支えていく「鳴子の米プロジェクト」が

スタート

鳴子の米プロジェクトのシンボル

耐冷品種の「東北181号」（のちに「ゆきむすび」として品種登録）

鬼首地区の農家3軒30ａで試験栽培

冷涼な気候に合った低アミロースの品種は、栽培しやすく、ひとき
わおいし い米に育ち、農家の人に米づくりへの希望が生まれた。





作り手と支えてをつなぐ仕組みを地域で

・鳴子の米プロジェクトでは、農家の米づくりを支える

予約購入する「支え手」を確保、「作り手（農家）が安心して米づくりに

取り組める仕組み

 １俵24,000円で支え手が購入 18,000円を農家に渡し、残りの6,000円を事務経

費と若い担い手を育成する事業資金

 命をつなぐ米と農の大切さを多くの人に訴えながら「支え手」の輪を広げる。

 地域内外の人々の思いと力が集まって、2007(平成19)年産米は、収穫時に予約
完売。

作り手たちを励まし、「喜んでくれる人のために米をつくろう」

「手ごたえと誇り」をもたらした。




